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放射線科紹介        し
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日頃は、医療連携を通じて、CT、 MRIの御

ございます。当院では、大型放射線診断機器と

2台を有しており、放射線治療装置ライナック

CTの うちの 1台は、この 8月 に更新の運びとア

芝 AsteioDが導入され稼動を始めました。マリ

器を有するという意味で、これにより高い空 i

もちろんヘリカル(らせん)ス キャン方式で、腹

する時間はそれぞれ 20秒前後です。時間分解f

構成像が短時間に容易に得られるようになりました。                 :
このような放射線機器を先生方には日常診療の延長としてより積極的にご利用いただ ′
けますように、放射線検査の申し込みについては、できるだけ簡イ更なスタイルをとらせ

 :
ていただいているつもりでございますが、検査の申し込みや読影レポートの送付につい ′
て不十分な点や至らない点がございましたら、放射線科の牧田までご遠慮なく直接にお :

V

電話ください。CTや MRIの適応、造影剤使用の有無などについてもお気軽にご相談く ′
ださい。なお、私自身の専門は放射線診断並びにInteⅣentional Radiologyで すが、当 ′

メ

院には放射線治療と温熱治療の専門医(牟田)も常勤しておりますので、放射線診療の専門 ′
領域に広く対応できるものと自負しております。

′

′
現在、CTについては予約待ちはまつたくありませんし、即日での御依頼にも対応でき ′

′

ます。MRIについても予約枠外での検査施行について柔軟に対応しております。今後と ′
′

も、社会保険中央総合病院の放射線科をぜひ積極的にご利用ください。また、最新の CT :

装置など、放射線設備をご覧になりたいというようなご希望がございました

もお気軽にお立ち寄りください。読影室なども含めご案内いたします。
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ら、いつで



診清科紹介

眼科

眼科部長

松浦 岳司

平成 13年 4月 から当院眼科部長を担当しております松浦です。出身大学は東京医科

大学で卒業年次は平成 2年です。

眼科は患者様の気持ちを大切に、親切・丁寧な診療を目指して日々努力しております。

診療内容ですが、眼科全般どの疾患にも対応しております。なかでも専門は自内障、

網膜硝子体疾患、ぶどう膜炎、斜視弱視などです。まず、白内障、網膜硝子体疾患は手

術となるケースが多くなります。その手術は自内障手術はもちろん、網膜剥離、増殖糖

尿病網膜症に対する硝子体手術などを中心に行つております。手術日は火曜日・金曜日

の午後で、手術申し込みから2～ 3週間後には手術を迎えられるようにしております。

手術成績は他施設と比べ遜色のないものと自負しております。眼科の手術は高齢、糖尿

病、心疾患、呼吸器系疾患など多彩な合併症を抱えている方が多いわけですが、当科は

総合病院の中の眼科として他科との緊密な連携のもと全身的な対応をしています。ぶど

う膜炎はサルコイドーシスや結核など免疫異常から発症してくるものが多く、眼疾患の

対応ばかりでなくやはり内科などとの連携も必要となります。斜視弱視は先天的な斜視

はもちろんのこと、外傷や頭蓋内疾患などからくる動眼・滑車 。外転神経麻痺なども十

分対応しております。眼科には視能訓練士が 2名おり、素早い検査と視能訓練そして必

要ならば的確な手術を行つております。

最近の新たな取 り組みとして月一日ではありますがロービジョン外来を開設しました。

糖尿病網膜症や加齢性黄斑変性症などの患者様で残念ながら視力不良例の方でも、御本

人にあったルーペや拡大読書器などを使用することにより新聞や本などを読むことが出

来ます。また、前述の疾患をはじめ網膜疾患のある方などは光がまぶしく感じられ外出

時など大変な不自由を感じられております。そのような方に遮光眼鏡を処方することに

より日常生活の向上が得られます。もし、適応となる患者様がおりましたら、まず午前

中の外来を受診させて下さい。後日ロービジョン外来にて適切な補助具を処方のうえ (も

ちろん必要な申請は当科で行います)お返し出きるかと思います。

眼科常勤医は 2名ですが少数精鋭でやっております。微力ですが皆様のお力添えにな

ればと思つております。また、外来診療は午前中のみですが緊急疾患は何時なんどきで

も対応しております。どうぞ松浦迄お電話下さい。今後とも宜しくお願い致します。
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